
      学級目標の決め方（話す用原稿） 

みなさん、これから学級目標を決めていきます。 

学級目標というのは、クラスの「道しるべ」になるものです。 

どういうクラスを目指すのか、どんな雰囲気で過ごしたいのか―― 

それをみんなで考え、形にしたものが学級目標です。 

 

今、このクラスには〇人の仲間がいます。 

でも、もし一人ひとりがバラバラの方向を向いていたら、 

クラスが一つになることはできません。 

ちょっと想像してみてください。 

たとえば、病院の待合室。 

そこには、たくさんの人がいますよね。 

でも、その人たちと「仲間」になれるでしょうか？ 

なれませんよね。 

人が集まっただけでは、一つにはなれません。 

なぜなら、共通の目的や思いがないからです。 

 

では、どうすれば一つになれるのか。 

それは―― 

共通の目標をもつことです。 

同じ思いをもって、同じ方向へ歩いていくことで、クラスはだんだんと一つになって

いきます。 

だからこそ、学級目標はとても大切なんです。 

クラスの中心にある「心のコンパス」みたいなものですね。 

 

そのために、私たちは今から「学級会」で話し合いをします。 

一人ひとりが、 

「こんなクラスにしたい」 



「こんな仲間でいたい」 

という願いをもって参加してください。 

そして、みんなで意見を出し合い、 

心から「これだ」と思える言葉を見つけましょう。 

 

最後に、大切なのは**“みんなで決めた”ということ**です。 

自分の意見が通らなくても、仲間の意見を受け入れて、 

「この目標でいこう！」と一緒に進むことに意味があります。 

これから一年、みんなが同じ思いで歩んでいけるような―― 

そんな素敵な学級目標を一緒に作りましょう。 

 

    学級目標（級訓）の決め方 説明原稿 

では、これからいよいよ**学級の目標（級訓）**を決めていきます。 

一年間、このクラスがどんな方向に進んでいくのかを決める、とても大切な時間で

す。 

 

まず最初にやってもらいたいのは、 

**「自分はどんな学級にしたいか」**という願いを、一人ひとり発表することです。 

どんな小さなことでもかまいません。 

「明るいクラスがいい」でも、「助け合えるクラスがいい」でも大丈夫です。 

大切なのは、自分の思いを言葉にすることです。 

クラスをつくるのはみんな一人ひとりですから、まずは自分の願いを出してみましょ

う。 

 

次に、みんなの意見を出し終えたら、 

似ている願いや近い考えをグループにまとめていきます。 



たとえば、 

「明るいクラス」「楽しいクラス」「笑顔のあふれるクラス」 

こういう意見は、同じグループですね。 

そうやって意見を整理していき、 

最終的に**２つの方向（候補）**に絞ります。 

 

そして最後に、絞った２つの候補について、 

みんなで意見を出し合っていきます。 

「この目標の方が、より自分たちらしいと思う」 

「この言葉の方が前向きでいいと思う」 

など、理由も添えて意見を言っていきましょう。 

意見が違っても大丈夫。 

大事なのは、みんなで話し合って、一つの思いに近づけていくことです。 

 

こうして決まった級訓は、 

みんなの「願い」や「思い」がつまった、このクラスの宝物になります。 

一年間、この級訓を胸に、 

全員で同じ方向へ進んでいけるようにしていきましょう。 


